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調査概要 

１ 調査目的 
  食料自給率の向上に向けて、麦・大豆の生産振興を図っているところであるが、 
 近年、麦生産ほ場におけるカラスムギ等や、大豆生産ほ場におけるアサガオ類等の 
 雑草の発生により、深刻な被害が生じているとの報告があることから、全国的な 
 雑草の発生・被害の実態を把握するため実態調査を実施。 
 
 
２ 調査方法 

  24年11月に、全都道府県の麦・大豆の生産振興担当部局に調査票を送付し、 
 回答が得られた都府県について、各都道府県が24年産の雑草の発生・被害の状況 
 について回答した結果を農林水産省生産局農産部穀物課でとりまとめ。 
 
 
３ 調査項目 
  各都道府県の麦・大豆の生産ほ場において発生している雑草について、 
 ①発生程度（面積・割合）、発生傾向、被害程度（面積・割合）、被害傾向 
 ②発生地域、ほ場の作付体系・防除体系やほ場の特徴、雑草被害の影響 
 ③指導している防除法、雑草問題の解決に向けた要望 
 等について調査。   
  
 



麦① 雑草種類別の発生状況（全国） 

○ 麦生産ほ場において最も発生が多い雑草はスズメノテッポウで約５万ha（麦作付面積の19％）のほ場で発生。 

 次いで、カズノコグサ、ヤエムグラ等が多く発生している。   

雑草種類 
発生面積
（ha）  

麦作付面積に
対する発生割合 
    （％） 

スズメノテッポウ 50,751 19 

カズノコグサ 33,316 12 

ヤエムグラ 24,225 9 

カラスノエンドウ 14,597 5 

スズメノカタビラ 10,763 4 

タデ類 5,391 2 

カラスムギ 5,252 2 

ネズミムギ 2,394 1 

その他 5,789 2 

表１ 雑草種類別の発生面積・割合 

注：麦作付面積に対する発生割合は、24年産4麦の作付面積 
  （全国269,500ha）に対する各雑草の発生面積の割合 

図１ 全雑草発生面積に占める各雑草の割合 
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麦② 雑草種類別・地域別の発生状況 

○ スズメノテッポウをはじめ多くの雑草が、九州で多く発生。次いで、関東、東海等で多く発生している。 
○ 九州においては、ススメノテッポウは麦作付面積の65%で、カズノコグサは58％で発生している。 

図２ 雑草種類別・地域別の発生面積割合 表２ 雑草種類別・地域別の麦作付面積に占める割合 
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注：北海道は雑草発生の報告なし 

種 類 
東 
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関 
東 

北 
陸 

東 
海 
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畿 

中 
四 

九 
州 

スズメノテッ
ポウ 

8 6 1 33 23 49 65 

カズノコグサ 0 0 0 4 0 9 58 

ヤエムグラ 3 9 0 0 7 6 34 

カラスノエン
ドウ 

0 5 5 5 9 8 18 

スズメノカタ
ビラ 

4 4 1 33 26 14 0 

タデ類 10 0 0 8 0 2 6 

カラスムギ 0 3 1 6 8 4 3 

ネズミムギ 0 4 1 4 0 2 0 

その他 14 3 8 9 8 7 0 

（単位：％） 



麦③ スズメノテッポウの発生・被害状況 

○ スズメノテッポウは22県で発生。宮城県から熊本県まで広範な地域で発生が見られ、特に、
四国、九州で多く発生。 ３県で発生が拡大傾向。九州北部で被害が大きいが、除草剤抵抗
性を持ったスズメノテッポウが原因。 

○ 田での発生が多く、また、水稲を組み合わせた作付体系での発生が多い。大豆と輪作する
と減少するが、排水性の悪いほ場では必ずしも減少しないとの報告もある。 

○ 生育競合による減収の被害が多いが、茎がしなやかなため、繁茂するとコンバインに絡み
つき作業性が低下。   

図３ スズメノテッポウの発生程度 図４ 発生ほ場の種類 

図５ 発生ほ場での作付体系 

図６ 雑草被害の状況 

スズメノテッポウが発生していると回答した22県のうち、 
○発生が拡大傾向にある県は３県 
○被害が大きい県は６県（九州においては、麦作付面積 
 の約1割で被害が生じている県もある） 
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麦④ カズノコグサの発生・被害状況 

○ カズノコグサは９県で発生。千葉県、愛知県でも希に発生は確認されているものの、主に九
州、中国・四国で発生。 ２県で発生が拡大傾向。効果的な生育期茎葉処理剤がないため拡
大傾向。 

○ 田での発生が多く、また、水稲を組み合わせた作付体系での発生が多い。 
○ 生育競合による減収の被害が多いが、出穂すると草丈が麦よりも高くなることが多く、繁茂
すると大きな減収につながる。   

図７ カズノコグサの発生程度 図８ 発生ほ場の種類 

図９ 発生ほ場での作付体系 

図10 雑草被害の状況 

カズノコグサが発生していると回答した９県のうち、 
○発生が拡大傾向にある県は２県 
○被害が大きい県は２県（九州においては、麦作付面積 
 の約1割で被害が生じている県もある） 
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麦⑤ ヤエムグラの発生・被害状況 

○ ヤエムグラは14県で発生。宮城県から大分県まで広範な地域で発生が見られる。発
生傾向は横ばいである。 

○ 田での発生が多く、また、作付体系に関係なく発生がみられる。 
○ ヤエムグラは、麦に這うように生育することから、繁茂すると減収だけでなく、収穫機
に絡みつき作業効率を低下させるなどの被害が出ている。また、表面に小さな棘があ
り収穫物に混入することもある。 

図11 ヤエムグラの発生程度 図12 発生ほ場の種類 

図13 発生ほ場での作付体系 

図14 雑草被害の状況 

ヤエムグラが発生していると回答した14県のうち、 
○すべての県で発生は横ばい 
○被害が大きい県は１県（麦作付面積の5％で被害） 
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麦⑥ カラスノエンドウの発生・被害状況 

○ カラスノエンドウは19県で発生しており、関東以西で発生が見られる。６県で発生が拡大
傾向。手取り除草の不徹底や、生育後期にも発生するため生育期茎葉処理剤での防除
が困難なことから拡大傾向。 

○ 田での発生が多く、また、水稲を組み合わせた作付体系で発生が多い。 
○ 種子の大きさや重さが麦と似ていることから選別が難しく、収穫物への混入が大きな問
題となっている。採種ほ場に多発し、購入した種子に混入して拡散している事例もある。 

図15 カラスノエンドウの発生程度 図16 発生ほ場の種類 

図17 発生ほ場での作付体系 

図18 雑草被害の状況 

カラスノエンドウが発生していると回答した19県のうち、 
○発生が拡大傾向にある県は６県 
○被害が大きい県は２県 
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麦⑦ スズメノカタビラの発生・被害状況 

○ スズメノカタビラは12県で発生。青森県から愛媛県まで広範な地域で発生が見
られるが、他の雑草と異なり九州での発生の報告はない。発生傾向は横ばいで
ある。 

○ 田での発生が多く、また、水稲を組み合わせた作付体系で発生が多い。 
○ 生育競合による減収の被害が多く、草丈は小さいが繁茂すると大きな減収を引
き起こす。 

図19 スズメノカタビラの発生程度 図20 発生ほ場の種類 

図21 発生ほ場での作付体系 

図22 雑草被害の状況 

スズメノカタビラが発生していると回答した12県のうち、 
○すべての県で発生は横ばい 
○被害が大きい県は１県 
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麦⑧ タデ類の発生・被害状況 

○ タデ類は11県で発生。宮城県から熊本県まで広範な地域で発生が見られる。問題と
なっているのはサナエタデとハルタデ。５県で発生が拡大傾向。 

○ 稲－麦－大豆のブロックローテーションを行っているほ場で発生が多く、麦単作ほ場
では見られない。 

○ 生育競合による減収の被害が多いとともに、収穫期に大きく成長し、収穫・管理の作
業性が低下。 

図23 タデ類の発生程度 図24 発生ほ場の種類 

図25 発生ほ場での作付体系 

図26 雑草被害の状況 

タデ類が発生していると回答した11県のうち、 
○発生が拡大傾向にある県は５県 
○被害が大きい県は１県 
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麦⑨ カラスムギの発生・被害状況 

○ カラスムギは28県で発生。福島県から鹿児島県までの広範な地域で発生が見られ、10県
で発生が拡大傾向。 

○ 被害については、５県で深刻な被害が生じているとともに、８県で拡大傾向にあるなど、発
生面積は麦作付面積の２％程度であるものの、他の雑草と比べても、発生の範囲が広く、
かつ、比較的大きな被害が生じている。 

○ 水稲を組み入れた作付体系では比較的発生が少なく、長年湛水状態にしていないほ場
（畑、転換畑）等で発生が多い。生育競合による減収や収穫・管理の作業性の低下などの
被害が生じている。 

図27 カラスムギの発生程度 

カラスムギが発生していると回答した28県のうち、 
○10県で発生が拡大傾向 
○被害が大きい県は５県で、８県で被害が拡大傾向 

図28 発生ほ場の種類 

図29 発生ほ場での作付体系 
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図30 雑草被害の状況 
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麦⑩ ネズミムギの発生・被害状況 

○ ネズミムギは12県で発生しており、関東以西で発生が見られる。５県で発生が拡大傾向。 
○ 水稲を組み入れた作付体系では比較的発生が少なく、長年湛水状態にしていないほ場（畑、
転換畑）等で発生が多い。 

○ 生育競合による減収や収穫・管理の作業性の低下などの被害が生じている。 

図31 ネズミムギの発生程度 図32 発生ほ場の種類 

図33 発生ほ場での作付体系 

図34 雑草被害の状況 

ネズミムギが発生していると回答した12県のうち、 
○発生が拡大傾向にある県は５県 
○被害が大きい県は４県 
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大豆① 雑草種類別の発生状況（全国） 

○ 大豆生産ほ場において最も発生が多い雑草はヒエ類で約1.5万ha（大豆作付面積の12％）のほ場で発生。 

 次いで、タデ類、アサガオ類等が多く発生している。  
○ その他、発生面積は少ないものの、特定外来生物であるアレチウリや難防除雑草であるエノキグサ、クサネム、ツ

ユクサ、オナモミ、イチビ、ワルナスビといった雑草の発生についても報告があった。  

雑草種類 
発生面積
（ha）  

大豆作付面積
に対する発生
割合 （％） 

ヒエ類 15,152 12 

タデ類 11,809 9 

アサガオ類 9,195 7 

シロザ、アカザ 7,710 6 

メヒシバ 7,632 6 

ホオズキ類 4,759 4 

アメリカセンダングサ 4,354 3 

ヒユ類 2,930 2 

エノキグサ 2,195 2 

その他 4,264 3 

表１ 雑草種類別の発生面積・割合 

注：大豆作付面積に対する発生割合は、24年産大豆の作付面積 
  （全国131,100ha）に対する各雑草の発生面積の割合 

図１ 全雑草発生面積に占める各雑草の割合 
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大豆② 雑草種類別・地域別の発生状況 

○ 地域によって発生している雑草は異なり、東北では、タデ類、ヒエ類、シロザ・アカザ、関東ではアサガオ類、エノ 
 キグサ、シロザ・アカザ、北陸ではタデ類、ヒエ類、東海ではアサガオ類、ヒエ類、メヒシバ、近畿ではホオズキ類、 
 中国・四国ではタデ類、アサガオ類、九州ではヒエ類、メヒシバが多くなっている。 
  特に東海ではアサガオ類は大豆作付面積の約４割で発生している。 

図２ 雑草種類別・地域別の発生面積割合 表２ 雑草種類別・地域別の大豆作付面積に占める割合 

注：北海道は雑草発生の報告なし 
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 ヒエ類 13 5 17 18 0 4 28 

 タデ類 21 5 19 3 8 14 0 

 アサガオ類 0 17 0 37 5 11 9 

 シロザ、アカザ 12 13 9 7 0 9 0 

 メヒシバ 0 0 0 18 7 7 21 

 ホオズキ類 0 4 0 9 16 10 6 

 アメリカセンダ  
 ングサ 

6 10 0 2 8 7 0 

 ヒユ類 2 7 0 4 0 5 2 

 エノキグサ 0 15 4 0 0 0 0 

 その他 0 0 0 0 0 0 0 

（単位：％） 
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大豆③ ヒエ類の発生・被害状況 

○ ヒエは 11県で発生。秋田県から福岡県まで広範な地域で発生が見られ、特に、東北で多
く発生。１県で発生が拡大傾向。被害程度は1県を除き小さいと回答。除草剤により比較的容
易に防除可能であるためと考えられる。 
○ 水稲を組み合わせた作付体系での発生が多い。湿った場所を好み、麦との輪作では減少
発生が少ない傾向となっている。 
○ 繁茂すると生育競合による減収の被害をもらたらす他、収穫作業の邪魔になるといった被
害がみられる。   

図３ ヒエ類の発生程度 図４ 発生ほ場の種類 

図５ 発生ほ場での作付体系 

図６ 雑草被害の状況 

ヒエが発生していると回答した11県のうち、 
○発生が拡大傾向にある県は１県 
○被害が大きい県は１県（最も被害面積が多い県では、
作付面積の5割を占めている） 

25% 20% 45% 10% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大豆単作 

麦-大豆 

稲-麦-大豆 

その他 

0% 45% 30% 25% 0% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

播種しにくい 

生育競合による減収 

収穫・管理作業の邪魔 

汚粒 

その他 

17% 83% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

畑 

転換畑 



大豆④ タデ類の発生・被害状況 

○ タデ類は 13県で発生。秋田県から山口県まで広範な地域で発生が見られ、特に、東
北で多く発生。九州では見られなかった。２県で発生が拡大傾向。 
○ 水稲を組み合わせた作付体系での発生が多い。湿った場所を好み、麦との輪作では
減少発生が少ない傾向となっている。 
○ 繁茂すると収穫作業の支障になる他、汚粒の原因となるといった被害がみられる。   

図７ タデ類の発生程度 図８ 発生ほ場の種類 

図９ 発生ほ場での作付体系 

図10 雑草被害の状況 

タデ類が発生していると回答した13県のうち、 
○発生が拡大傾向にある県は２県 
○被害が大きい県は４県 
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大豆⑤ アサガオ類の発生・被害状況 

○ アサガオ類は 32県で発生。岩手県から熊本県まで広範な地域で発生が見られるも
のの、発生程度が多いと回答した県は１県で23県は少ないと回答。21県で発生が拡大傾
向と回答。縮小と回答した県はなかった。また、被害があったと回答した県は33県で被害
が拡大傾向と回答した県は18県となった。 
○ 年間通して畑地となる作付体系（大豆単作、麦-大豆）で多く発生している。 
○ 繁茂すると収穫作業の支障になる他、汚粒の原因となるといった被害がみられる。    

図11 アサガオ類の発生程度 図12 発生ほ場の種類 

図13 発生ほ場での作付体系 

図14 雑草被害の状況 

アサガオ類が発生していると回答した32県のうち、 
○発生が拡大傾向にある県は21県 
○被害が大きい県は12県 
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大豆⑥ シロザ、アカザの発生・被害状況 

○ シロザ、アカザは８県で発生。青森県から山口県まで広範な地域で発生が見られ、特に、東
北で多く発生。２県で発生が拡大傾向。 

○ 年間通して畑地となる作付体系（大豆単作、麦-大豆）で多く発生している。 
○ 早春に発芽するため、東北地方などでは大豆の播種時期から生育し、草丈が高くなることか
ら、競合による減収、収穫作業の邪魔になるといった被害がみられる。   

図15 シロザ、アカザ の発生程度 図16 発生ほ場の種類 

図17 発生ほ場での作付体系 

図18 雑草被害の状況 

シロザ、アカザが発生していると回答した8県のうち、 
○発生が拡大傾向にある県は２県 
○被害が大きい県は１県 

31% 38% 25% 6% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大豆単作 

麦-大豆 

稲-麦-大豆 

その他 

0% 39% 39% 22% 0% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

播種しにくい 

生育競合による減収 

収穫・管理作業の邪魔 

汚粒 

その他 

14% 86% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

畑 

転換畑 



大豆⑦ メヒシバの発生・被害状況 

○ メヒシバは ６県で発生。山口県、福岡県を中心に発生している一方、秋田県でも発生が
確認されている。発生が拡大傾向の県はなく、被害程度もいずれの県で小さいと回答。 

○ 転換畑で発生しており、年間通して畑地となる作付体系（大豆単作、麦-大豆）で多く発
生している。 

○ 繁茂すると生育競合による減収の被害をもらたらす他、収穫作業の邪魔になるといった
被害がみられる。    

図19 メヒジバの発生程度 図20 発生ほ場の種類 

図21 発生ほ場での作付体系 

図22 雑草被害の状況 

メヒシバが発生していると回答した6県のうち、 
○発生が拡大傾向にある県は０県 
○被害が大きい県は０県（においては、大豆作付面積 
 の約1割で被害が生じている県もある） 
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         大豆⑧ イヌホオズキ類・ホオズキ類の発生・被害状況      

○ ホオズキ類は19県で発生。福島県から宮崎県までの広範な地域で発生が見られ、特
に、東海、近畿で多く発生。12県で発生が拡大傾向。中国四国や九州で被害が大きい。 

○ 水稲を組み合わせた作付体系での発生が多い。 
○ 生育量が大きく生育競合による減収、収穫時コンバインに詰まる、汚粒の発生といった
被害がみられる。   

図23 ホオズキ類の発生程度 図24 発生ほ場の種類 

図25 発生ほ場での作付体系 

図26 雑草被害の状況 

ホオズキ類が発生していると回答した19県のうち、 
○発生が拡大傾向にある県は12県 
○被害が大きい県は８県 
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大豆⑨ アメリカセンダングサの発生・被害状況 

○ アメリカセンダングサは８県で発生。関東を中心に発生が見られ、宮城県でも多く発生。 
 ４県で発生が拡大傾向。東北、近畿北部で被害が大きい。 
○ 転換畑での発生が多く、また、水稲を組み合わせた作付体系での発生が多い。転換畑での
発生が多く、湿った場所を好み、麦との輪作では減少発生が少ない傾向となっている。 
○ 生育量が大きく生育競合による減収、収穫時コンバインに詰まる、汚粒の発生といった被害
がみられる。 

図27 アメリカセンダングサの発生程度 図28 発生ほ場の種類 

図29 発生ほ場での作付体系 

図30 雑草被害の状況 

アメリカセンダングサが発生していると回答した8県のう
ち、 
○発生が拡大傾向にある県は４県 
○被害が大きい県は３県 
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大豆⑩ ヒユ類の発生・被害状況 

○ ヒユ類は 10県で発生。青森県から佐賀県まで広範な地域で発生が見られる。５県で発生が拡大傾向。１県で被害
が拡大傾向。除草剤への感受性が低いためと考えられる。  

○ 転換畑での発生が多く、また、水稲を組み合わせた作付体系での発生が多い。 
○ 生育量が大きく生育競合による減収、収穫時コンバインに詰まる、汚粒の発生といった被害が発生している。   

図27 の発生程度 図28 発生ほ場の種類 

図29 発生ほ場での作付体系 

図30 雑草被害の状況 

アメリカセンダングサが発生していると回答した10県のうち、 
○発生が拡大傾向にある県は５県 
○被害が大きい県は１県 
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